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相模湾に潜る
～JAMSTEC の広報航海～

城ケ島沖南南西 10 ㎞

2010 年 8 月 24 日撮影

大
おおしまみつはる

島光春 （学芸員）

　無人探査機 「ハイパードルフィン」 が、

水深 1,000 m を超える相模湾の海底か

ら、母船である調査船 「なつしま」 へ帰っ

てきました。 8 時に潜航を開始し、 16 時

30 分に浮上しました。 その間、 相模湾

の海底を絶え間なく移動し、 動画と静止

画を 「なつしま」 へ送り続け、 海底のコ

ア （柱状の泥） や岩石サンプルを採取

しての帰還です。

　私にとっては毎日といって良いほど目

にする相模湾の海ですが、 深海底には

私たちにとって非日常の光景が広がっ

ています。 潜航の開始から海底の様子

が映し出される複数のモニタを見つめ

続け、 そこに映し出される海底の様子

や生き物を記録し続け、 興奮し続けた

私たちは、 ハイパードルフィンを迎える

夕方には、 くたくたです。 でも、 もうす

ぐ深海から上がってきたサンプルをこの

手にできる！というそんな時間でもあり

ます。

　2008 年 9 月 と 2010 年 8 月 に 行

わ れ た、 （ 独 ） 海 洋 研 究 開 発 機 構

（JAMSTEC） の広報航海に参加したと

きの 1 コマです （22 ページに関連記

事）。
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笠
か さ ま

間友
と も ひ ろ

博 （学芸員）箱根二子山の形成と謎

箱根火山の概要

　箱根火山は、 神奈川県西部に位置

する東西約 8km、 南北約 10km のカル

デラを有する活火山です （図 1）。 その

構造は複雑で、 多くの火山体から構成

されていることが最近の研究で明らかに

なっています。 これらの火山は、 カル

デラを境に外側の外輪山を構成する火

山群と内側の中央火口丘を構成する火

山群に分けられます。 外輪山の火山群

の形成は、 約 65 万年前にはじまり、 カ

ルデラの形成は約 23 ～ 13 万年前と考

えられており、 その後の火山活動はカ

ルデラ内の中央火口丘に限定されてい

ます。 今回話題として取り上げた箱根

二子山は、 中央火口丘に属する火山

で、文字通り 2 つの火山体 （＝溶岩ドー

ム） から構成されています。 これらは北

西－南東方向に配列し、 北西側の山

体を上
か み ふ た ご や ま

二子山 （標高 1099m）、 南東側

の山体を下
し も ふ た ご や ま

二子山 （標高 1065m） と呼

んでいます （図 2）。

複
ふくせいかざん

成火山と単
たんせいかざん

成火山

　火山の分類方法は、 幾つかあります。

その 1 つに、 全ての火山を複成火山ま

たは単成火山に分ける方法があります。

どんな火山にも寿命があります。 火山

はある時活動を開始し、 山体を発達さ

せ、 やがて活動が終わり、 侵食によっ

て消滅します。 一連の噴火活動は休

止期をはさんで何回も繰り返されるとい

うのが、 一般的な火山のイメージでしょ

う。 このような火山を複成火山と言いま

す。 富士山をはじめ日本に多い成層

火山は、 複成火山の代表的なもので

す。 これに対して単成火山は、 一連の

噴火活動 1 回で火山としての寿命が終

わり、 その後は 2 度と噴火しない火山

です。 このため山体は小さく、 溶岩ドー

ムや火砕丘など目立つ山体が形成され

ないと、 火山とは認識しにくい場合があ

ります。 単成火山は複成火山の山腹に

側
そ く か ざ ん

火山 （寄生火山と呼ばれた時期もあ

りました） として形成されることが多いで

すが、 単成火山が単独で形成 （独立

単成火山群の形成） される地域もあり

ます。 伊豆半島東部の東伊豆単成火

山群 （伊豆大
おおむろやま

室山、小
こ む ろ や ま

室山などを含む）

は、 1 つの例ですが、 このような地域

は日本ではあまりありません。

箱根火山の複成火山と単成火山

　箱根火山には多くの火山体がありま

すが、 複成火山、 単成火山の区分は

どのようになっているのでしょうか。 箱根

火山を構成する火山群のほとんどは複

成火山です。 しかし、 独立単性火山群

が形成された時期もあったと最近の研

究では考えられています。 これは外輪

山形成期の末期からカルデラ形成期に

かけての約 27 ～ 13 万年前です。なぜ、

この時期に独立単性火山群が形成され

たのでしょうか。

　火山が複成火山となるか独立単性火

山群となるかは、 次々に上昇するマグ

独立単成火山群が形成されると考えら

れています。 箱根火山では、 過去に引

張力が作用していた時期があり、 現在

はその位置は東伊豆に移っていると考

えられています。

　箱根の中央火口丘は、 火砕流噴火を

伴う爆発的な活動期 （約 8 ～ 4 万年前）

をはさんで前期中央火口丘と後期中央

火口丘に分けられます。 箱根二子山は

後期中央火口丘に属します。 中央火口

丘とは、 カルデラ内に形成された小型

の火山のことです。 中央火口丘は複数

の火山体からなることが多く、 しかも単

成火山と複成火山が混在する場合も多

いです。 カルデラ内部は特殊な場所で、

地下の力の加わり方も外部とは異なって

います。 単成火山の溶岩ドーム、 火砕

丘に複成火山の小型成層火山など、 火

山の展示場のような興味深い風景が展

開されます。 箱根の中央火口丘も単成

火山、 複成火山ともに存在し、 外輪山

の部分を含め火山の博物館とも言われ

ています。

箱根二子山形成の定説

　箱根二子山は上 ・ 下二子山の 2 つの

溶岩ドームからなる火山ですが、 ともに

約 5 千年前に形成された単成火山と考

えられていました。 その根拠として、 活

動を示唆する爆発角
か く れ き

礫や火砕流堆積物

中の炭化木片 （雲仙普賢岳のように形

成時に火砕流が発生しました）、 また山

麓にある埋もれ木 （昭和新山のように溶

岩ドームの成長とともに土地が隆起して

崩れ、木が埋もれたと考えられています）

などを対象に、 多くの年代測定が行わ

れましたが、 それらの結果は全て約 5図 1　箱根火山と箱根二子山の位置．

マが、 特定の場所に集中して噴出

するか、 そのような束縛を受けず

にバラバラな場所で噴出するかの

違いとして解釈されます。 ただし、

複成火山でも全ての噴火が完全に

１か所で起きることはなく、 側火山

は火口位置のばらつきを示してい

ます。 このような噴出位置の束縛

は、 地下に加わる力 （地盤の荷

重による圧力とは別に横方向に加

わる力） の反映と考えられており、

地下に圧縮力が作用している地域

では上昇通路が限定され複成火

山が、 反対に引張力が作用してい

る地域では上昇通路は限定されず

図2　箱根二子山．芦ノ湖上空より写す．向かっ

て左側が上二子山， 右側が下二子山．
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千年前を示しました。 また、 上 ・ 下二

子山頂部は富士山からの火山灰に覆

われていますが、 これらは新期富士テ

フラで、 約 5 千年前という形成年代と

調和する火山灰でした。 しかし， 箱根

二子山の山体はかなり大きく、 中央火

口丘には複成火山もあり、 はたして 1

回の活動で全て形成されたものなのか、

疑問を感じていました。

博物館近くにあった約 2 万年前の火砕

流堆積物

　当博物館は早川沿いに立地していま

す。 箱根を流れる早川、 須
す く も が わ

雲川沿いに

は火砕流堆積物や土石流堆積物がつく

る段丘状の地形があります。 当博物館

のすぐ近くの早川右岸にも段丘状の地

形があり、 火砕流堆積物が露出してい

ます （図 3）。 これを山崎火砕流堆積物

と名付けました。 この火砕流堆積物中

の炭化木 （図 4） を名古屋大学年代測

定総合研究センターで測定すると、 約

2 万年前という値が得られました。 約 2

流堆積物 （約 1 万 8 千年前） も Nb が

低く， 駒ヶ岳起源とは異なることが判り

ました。 さらに山崎火砕流堆積物 の Cr

は低く， 神山とは明らかに異なり、 さら

に上二子山噴出物とも異なりました。 こ

れらの元素を比較して山崎火砕流堆積

物は下二子山起源であると考えました。

また信濃屋火砕流堆積物は山崎火砕

流堆積物と同じ化学組成で、 同じく下

二子山起源であると考えました。

複成火山だった箱根二子山とその謎

　分析結果から、 箱根二子山は 5 千

年前の活動以前に、 少なくとも約 1 万

8 千年前、 約 2 万年前に活動があっ

た複成火山と考えられます。 したがっ

て、 将来の活動にも注意する必要があ

ります。 火山は、 新しい噴出物が旧山

体を完全に覆ってしまうことがよくありま

す。 箱根二子山も外観からは内部の様

子を推し量ることはできませんが、 現在

の下二子山の下位付近に昔の山体が

残存しているものと考えられます。 いっ

たい何時から活動を始めたのでしょう

か。 昔の山体はどのような姿だったの

でしょうか。 昔も二子山だったのでしょう

か。これらは謎に包まれたままです。「虎

は死して皮を留め、 人は死して名を残

す」 という諺
ことわざ

がありますが、 「昔の二子

山は埋もれて噴出物を残す」 といった

ところでしょうか。

　なお、 この研究の詳細につきまして

は、 笠間友博 ・ 山下浩之 ・ 萬年一剛 ・

奥野　充 ・ 中村俊夫 （2010） 「複数回

の噴火で形成された箱根二子山溶岩

ドーム」 地質学雑誌 116 巻 4 号をご覧

ください。

万年前に早川、 須雲川上流のどこかで

溶岩ドームなど粘性の高い溶岩を噴出

する火山活動があったことが判りました。

約 2万年前の火砕流堆積物の起源

　問題はこの火砕流堆積物の起源で

す。 後期中央火口丘の噴出物は、 岩

石学的によく似ています。 そこで、 当博

物館の蛍光 X 線分析装置を用いて微

量に含まれる元素を調べました （図 5）。

活動時期が重なってくる噴出物を比較

すると、 まず駒ヶ岳は Nb （ニオブ） 含

有量が高いという特徴が知られており、

神山や二子山のものとは区別できます。

一方 Cr （クロム） という元素に注目す

ると、 神山は、 二子山と比較して含有

量が高く、 二子山でも下二子山と上二

子山で大きな差があり、 上二子山の Cr

含有量は下二子山の 2 倍近いという結

果が得られました。 一方、 山崎火砕流

堆積物は Nb が低く、 駒ヶ岳起源では

ないことが判りました。 また、 先行研究

で駒ヶ岳起源とされていた信濃屋火砕

図 5　化学分析 （Nb と Cr の含有量） の結果． 笠間ほか （2010） を改変．

図 3　山崎火砕流堆積物の露頭． 早川右岸に段丘状の地形を形成し

ている． 層厚は 10m 以上．

図4　山崎火砕流堆積物中の炭化木．約2万年前という年代が得られた．
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加
か と う

藤ゆき （学芸員）南へ北へ！旅をする鳥たち

　鳥の特徴といえば、 「空を飛ぶ」 こと

をあげる人が多いようです。 実際に、 ダ

チョウやヤンバルクイナといった一部の

種を除き、 大部分は空を飛ぶことができ

ます。 この能力は、 捕食者から逃れた

り、 食べ物を探したり、 またほかの場所

へ移動したりするための手段として、 非

常に有用です。 なかでも、 空を自在に

飛ぶという移動手段は、 動物では昆虫

の一部とコウモリ類を除くと鳥類しか持っ

ていない能力です。

　移動は、 季節的に行うものと、 日常的

に行うものとに大きく分けることができ、

季節的なものは 「渡り」 と呼ばれ、 渡り

をする鳥を、 「渡り鳥」 と総称します。

　鳥が季節によって移動することは、 古

くから知られていました。 有名なギリシャ

の哲学者アリストテレス （紀元前 384 ～

322 年） は、 季節によって鳥がいなくな

ることに気づき、 それは 「多くの鳥が地

下に潜って冬を越す」 だとか、 「ほかの

種へ変化をする」 ことによるものだと考

えていました。 18 世紀に入っても、 鳥

は冬の間は水中に入って冬眠をすると

信じられてきました。 そして、 鳥が冬に

いなくなるのは、 ほかの土地へ移動す

るからだと知られるようになったのは、 19

世紀後半になってからでした。

なぜ渡りをするの？

　日本鳥類目録改訂第 6 版によると、

日本では、 外来種や絶滅種、 迷
めいちょう

鳥を

除くと 400 種ほどの鳥が記録されていま

す。 そのうち、 一年を通して同じ場所

にすんでいる留鳥は 100 種ほど、 残り

の 300 種は何らかの形で渡りをします。

これらは大きく、 日本へ繁殖のために

来る 「夏鳥」、冬を越すために来る 「冬

鳥」 （図 1）、 渡りの途中で休憩に立ち

寄る 「旅鳥」 （図 2） に分けられます。

　渡りをする距離は種によって違い、 だ

いたい数百キロから数千キロです。 渡り

の途中、 捕食者につかまったり、 体力

が続かずに死んでしまうこともあります。

このような危険があるにもかかわらず、

毎年、 春には繁殖地へ、 秋には越冬

地へと旅をするのです。なぜでしょうか？

　鳥は恒温動物であり、 保温に優れた

羽毛を持っているので寒さに強く、 種

で移動をしなかった」 という話を聞きまし

た。 その個体は、 雪が積もるのを見て、

食べ物がさがせなくなる、 と判断してよう

やく移動を始めたのかもしれません。

渡りのコースとその仕組み

　多くの渡り鳥は、 北半球の高緯度にあ

る繁殖地から、 低緯度地方にある越冬

地を結ぶ南北方向に移動をします。 これ

は、 地球上の大陸が、 北半球に偏って

いるためで、 北半球の高緯度地方で繁

殖をした鳥たちの渡りのルートが、 その

まま渡り鳥のメインルートになっているか

らです （図 3）。 障害となる海上や標高

の高い山脈などは避けて渡るようですが、

なかにはアネハヅルのように、 上昇気流

をつかまえるために、 8,000 メートル級の

ヒマラヤ山脈を越えるものもいます。

　ところで、 鳥はどのようにして渡る時

期を決めているのでしょうか？ 周りの状

況を目で見て判断するのでしょうか？

によっては冬の極地のような厳しい環境

でもくらしていくことができます。 つまり、

寒さを避けるために移動する必要はな

いのです。 実は、 渡りは食べ物を確保

するためだと言われています。

　スズメやトビなどは渡りをせずに、 一年

を通してほぼ同じ場所にいます。 食べ

物が植物の種子や動物の死体などで、

冬でも手に入るからです。 一方、 ツバメ

は飛んでいる昆虫を主に食べます。 春

から夏にかけて、 昆虫はたくさんいます

が、 秋から冬にかけては少なくなります。

そのため、 秋になると昆虫のいる東南ア

ジアなどへ移動するのです。 ハクチョウ

類やガン類、 ツル類が、 秋になると大

陸から日本へ渡ってくるのも、 繁殖地で

あるシベリアや北極の大地が、 冬にな

ると雪や氷に覆われ、 食べ物をとれなく

なるからです。 以前、 ロシアの研究者

から 「アムール川流域で繁殖をしたタン

チョウが、 雪がかなり積もる 12 月ごろま

図 1　冬鳥の代表ともいえるオオハクチョウ．

ユーラシア北部で繁殖し , 日本や朝鮮半島 , 

中国南部などで冬を越す．

図 2　河口で採食をするハマシギ． ユーラシ

アおよび北アメリカの北極海沿岸で繁殖し , 

中国南部や中東で越冬する . 日本には旅鳥

または冬鳥として渡来する．

図 3　渡りのメインルート． 繁殖地 （青色） と越冬地 （ピンク色） との間を移動する （Handbook 

of the Birds of the World vol.1 (1992) を参考に作成） .
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いろいろな説がありますが、 一番有力

なのは、 日照時間に影響を受けるとい

う説です。 渡り鳥の飼育実験で、 日照

時間を長くしたり短くしたりすることで、

換
か ん う

羽や体脂肪の蓄積が始まることがわ

かりました。 これがきっかけで、 渡りへ

の衝動が起きる、 というのです。 これ

には体内時計も関与しているようです。

蓄えられる脂肪は、 長い距離を移動す

る種ほど多く、 体重が 2 倍になるもの

もいます。 また、 鳥の羽は、 1 ～ 3 年

ごとに新しいものに生え変わります。 特

に、 翼の羽は夏に抜け替わることが多

く、 秋の渡りの時には新しい羽に生え

そろっています。 確かに、 渡りをする

ためにはかなりのエネルギーが必要で

すし、 長い距離を飛ぶためには羽の状

態も重要です。

明らかになりつつある渡りのルート

　少し前まで、 鳥の渡りを調べるには、

足環や首輪などの標識をつける方法が

主流でした。 標識個体の目撃情報や回

収記録を頼りに、 その種の越冬地や繁

殖地を推定したり、 渡りの中継地を調べ

たりしていました。 古い図鑑などに、 渡

り鳥の飛行ルートが矢印で描かれていま

すが、 これは観察記録や標識調査の情

報をもとに、 生息地点を単純に線で結

んだだけで、 正確な渡りのルートとはい

えないものでした。

　1980 年代後半以降、 発信機を用いた

人工衛星による追跡調査が行われるよう

になりました。 マッチ箱よりやや大きい発

信機を鳥の体に装着し、 位置情報を人

工衛星で受信、 それをインターネットな

どを通じて入手、 モニタリングを行うとい

うものです。 鳥の渡りのルートが明らか

になるということは、 中継地を含め、 そ

の鳥の重要な生息地がわかり、 より効率

的に保全をすすめることができます。

　初めのころは、 発信機が 40 ～ 50 グ

ラムと重かったため、 コハクチョウやナ

ベヅル、 マナヅルなど大型種に装着さ

れました。 その後、 技術の発達により、

軽量化が進み、 現在の最軽量機種は

12 グラムほどになりました。 通常、 野生

の鳥に 「負荷」 をあたえるのは、 体重

の 4％以下でなければ生活に支障をき

たす、 と言われています。 それからする

と、 理論的には体重 400 グラム以上の

鳥の追跡は可能、 ということになります。

　現段階では、 スズメやツバメといった

小型種は無理ですが、 カモの仲間や小

型の猛禽類にも装着は可能、 ということ

になります。 もしかしたら、 将来的には

スズメにも装着できる発信機が開発され

るかもしれません。

　現在、 日本ではコウノトリ （図 4） やア

ホウドリといった大型種をはじめ、 ホウロ

クシギやサシバなどの中型種まで 20 種

以上に装着され、 渡りのルートを解明す

る研究がすすめられています。

時には迷子も？

　時として渡りのルートを外れて迷子に

なってしまうものもいます。 それが迷鳥

と呼ばれるものです。 主に渡りの時期で

ある春や秋に一時的に観察されることが

多いのですが、 長期間滞在し、 次の渡

りの時期に旅立つものもいます。

　春と秋に迷鳥が観察されるのは、 日本

海に位置する島のことが多いようです。

長崎県対馬や石川県舳
へ ぐ ら

倉島などが有名

です。 これらの島は、 日本海を渡るとき

の休憩所として、 また天気が悪くなった

時の避難所として利用されます。 数多く

の渡り鳥がみられますが、 ここに大陸に

しか生息していない種が混じることがあり

ます。 風で流されてきたのかもしれませ

ん。 なかには、 ヨーロッパにしか生息し

ないようなものもいます。 どのように日本

まで来たのか不思議なことです。

　台風の後にも迷鳥が記録されることが

あります。 海鳥が多く、 普段は外洋にく

らすものが、 強い風に巻き込まれ海岸

近くへと運ばれるようですが、 なかには

内陸で発見され、 動けなくなったところ

を保護されるものもいます。 文字通り迷

子になってしまったのでしょう。

　冬には、 大型種から小型種まで、 さま

ざまな場所で迷鳥が報告されます。 ア

ジア地域で越冬するものが迷い込むこ

とが多く、 中国で越冬するはずのコウノ

トリが千葉県で見つかったり、 インドに

行くはずのアネハヅルが鹿児島県へ渡

来し、 冬鳥であるナベヅルやマナヅル

と一緒に冬を越したりします。 たいてい

は単独で渡来し、 1 か所にとどまること

もあれば、 各地を転々と渡り行くことも

あり、 その先々でたくさんのバードウォッ

チャーを集めています。

　私自身のフィールドでは、 昨年 6 月

に、 外来種の調査のために行った山北

町丹沢湖で思いがけない鳥を見つけま

した。 シロエリオオハムというアビの仲間

で、 日本では主に冬季に沿岸で見られ

ます。きれいな夏羽の個体でした（図5）。

丹沢湖は、 海から直線距離で 20 キロ

メートルも離れた内陸部にあるダム湖で

す。 台風のような強い風が吹いたという

こともなかったので、 単純に渡りの途中

に迷い込んだようです。 この個体は、 1

週間ほどで姿を消しました。 おそらく繁

殖地であるシベリア北東部やアラスカの

方へ移動をしたのでしょう。 迷鳥なんて

出会う機会は少ない、 と思っていません

か？注意深く周りを見回すと、 思いがけ

ない出会いが待っています。

　人々は 2000 年以上も前から、 季節に

よって身近な鳥の種類が変わり、 天気

が悪くなると見慣れない鳥が出現するこ

とに気づいていました。 そして、 この事

象に興味を抱き、 さまざまな手法で解明

しようとしてきました。

　それから長年にわたる観察と、 近年の

科学技術の発達により、 一部の種の渡り

のルートや生息地、 中継地の利用環境

など、 渡りの謎は少しずつ分かってきま

した。 しかし、 分からないことのほうが多

いのです。 鳥は、 季節によって北へ南

へと旅をします。 その詳しい生態を解明

できるのは、 私たち人間しかいません。

図 5　山北町丹沢湖で観察したシロエリオオ

ハム．

図 4　兵庫県豊岡市で放鳥されたコウノトリ．

足環と背中に発信機を付けている．



自然科学のとびら　第 17 巻 3 号　2011 年 9 月 15 日発行

22

大
おおしまみつはる

島光春 （学芸員）たまには海の上

　箱根の麓にある当博物館。 実は海に

も近く、 直線距離 2 km ほどで相模湾

です。

　相模湾は水深が 1,400 m もある深い湾

で、 小田原沖から大島の東方に至る深

い谷、 相模トラフでフィリピン海プレートと

北米（アムール）プレートが接しています。

湾の中には、 さまざまな深度、 温度、 塩

分濃度の水塊があり、 底質も溶岩、 堆積

岩、 泥、 砂、 礫
れき

の場所があるなど、 複

雑で多様な環境が存在しています。 つま

り、 箱庭のような海なのです。

　すると 「相模湾の中を見てみたい」 と

いう、 素朴な探求心が芽生えます。 見

れば 「おもしろさを伝えたい！」 と思

います。 そこで、 設備と人材を持つ海

洋研究開発機構 （JAMSTEC） の呼び

かけで実現したのが、 広報航海 （Key 

Observation and Outreaching of Hidden 

Ocean and Organism: KO-OHO-O） で

す。 JAMSTEC には、 科学研究を目的と

した調査で得てきた情報が蓄積されてい

ますが、 一般にはあまり知られていませ

ん。 そこで、 KO-OHO-O 航海は、 最初

からアウトリーチを目的として、 JAMSTEC 

とその周辺の博物館や水族館の学芸員 ・

飼育員らが共同で調査を行うために企画

されました。無人探査機「ハイパードルフィ

ン」 を使用し、 相模湾から映像やサンプ

ルを持ち帰ります。 2008 年に 4 潜航 （潜

航番号 #904 ～ #907）、 2010 年に 2 潜

航 （潜航番号 #1176 ～ #1177） が実施

され、 当館から 2008 年には学芸部長の

平田と私が交代で、 2010 年には私のみ

が参加しました。

　ハイパードルフィンの潜航開始後、 す

ぐ気になったのはマリンスノーの多さで

す。 照明に浮かび上がるのは雪のよう

な白い浮遊物で、 まるで大雪のような状

態です。 そして、まもなくわかったことが、

生物の種類の多さと個体数の多さです。

さまざまな種類のクラゲ、 ホヤ、 エビや

イカなどがモニタに現れては消えていき

ます。 着底すると、 ソコダラの仲間が横

切ったり、 半透明な白いナマコと赤いウ

ルトラブンブク （ウニ） がいたり （図 1）、

オオグチボヤが口を開けていたり （図

2）、 テヅルモヅルがいたりと、 地質班と

して参加している私さえ、 生物に夢中で

す。 シロウリガイのコロニー （図 3） では、

「オオオー！」 と叫んでしまいそうでした

（叫びませんでしたけど）。 これには地質

班としての理由がちゃんとあります。 シロ

ウリガイは、 地下からの湧水に含まれる

メタンなどをエネルギーに変換する （化

学合成） 細菌と共生しています。 つま

り、 シロウリガイのコロニーがあるところに

は、 メタンを含んだ湧
ゆうすい

水がわき出す割れ

目があるはずです。 そして、 三浦半島

に分布する数百万年前の地層である三

浦層群池子層ではたくさんのシロウリガ

イ化石が見つかっています。 つまり、 私

たちが見ているモニタの中の光景は、 数

百万年前の海底で池子層が堆積してい

たときの状況をライブで見ているように思

えるのです。サイエンスであってフィクショ

ンでない “ジュラシックパーク” 二枚貝

編を目の当たりにしているのです。

　2010 年の潜航では、 「ミツクリザメの映

像をとりたい！」 と、 東京海底谷の末端

に近い海域へ餌を持って潜りました （も

ちろんハイパードルフィンが。 表紙写

真の潜行 #1177）。 結論から言うと、 残

念ながらミツクリザメは現れませんでした

が、 アナゴなど何種類かの魚が餌を食

べ、 モニタに収まってくれました。 水族

館でも人気があるように、 摂
せ つ じ

餌は興味深

い映像だと思うのですが、 私が最も感

激したのは、 餌を置いた泥底の柔らか

さでした。 錘
おもり

がついているとはいえ、 数

匹束ねたサバがほとんど見えなくなるく

らいまで、 スーッと静かに潜っていって

しまいます。 よくよく見ると海水と海底の

境界はぼやけていて、はっきりしません。

数十ミリメートルの間に海水に混じる泥

が多くなっているのがわかります。 そし

て、 餌が沈むことから、 泥底に見える濃

さも実は触れても底なしと感じられるくら

い頼りない、 柔らかい海底であることが

映像から見て取れました。 地質 ・ 古生

物学では底
ていせいゆうこうちゅう

生有孔虫を堆積時の環境

指標として使うのですが、 底生有孔虫

が生息している “底” には幅があること

が実感できました。 そして、 水が抜けて

泥が泥岩になったときには、 その幅が

非常に薄くなったところを見ているのだ

と、 今更ですが実感できました。

　化石の研究者が海洋調査船に乗る機

会は滅多にありません。 しかし、 化石

や地層を研究する立場にある者は、 地

層ができる現場とそこに生息する生物を

見ておく方が良いと思います。 そして、

博物館からは多くの方々にその様子を

お伝えしなければ、 と思います。 KO-

OHO-O 航海は、 まさにそれを目的に

している企画なのです。 こうした活動の

成果は、 JAMSTEC の一般公開での展

示はもちろん、 参加各館での特別展示、

企画展示などで公開されています。

図 2 海底の露頭と着生生物 .

図 3 シロウリガイのコロニー .

図 1 ナマコとウルトラブンブク .

用語解説

相模湾 ： 狭義の相模湾は真鶴岬と城ヶ島

を 結 ん だ 線 よ り 陸 側 を 指 し ま す。 KO-

OHO-O 航海では伊豆半島、 大島、 房

総半島に囲まれた海域 （相模灘よりもっと

広い） を活動範囲ととらえています。

なつしま ： 全長 63m、 全幅 13m、 1739t の海

洋調査船。 現在は無人探査機 「ハイパー

ドルフィン」 の潜航支援や深海調査曳航シ

ステム 「ディープ ・ トウ」 の潜航支援 が主

な任務。 JAMSTEC でもっとも古く、 かつて

は 「しんかい 2000」 の支援母船でした。

ハイパードルフィン ： 3000m までの潜航調査

が可能な無人探査機です。 動画 ・ 静止

画の撮影はもちろん、 マニピュレータやス

ラープガンでの採集が可能です。
© JAMSTEC

© JAMSTEC

© JAMSTEC
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　自然史博物館が好きな方なら、 『乾燥標本収蔵１号室　大英自然史博物館　迷宮へ

の招待』 （NHK 出版） という本を知っている方も多いでしょう。 もう読んだ方もいらっしゃ

るかもしれませんね。

　この本は大英自然史博物館 （ロンドン自然史博物館） の主席研究員でロンドン地質学

会会長であった古生物学者のリチャード ・ フォーティ氏が書いたもので、 博物館の舞台

裏とそこを支えてきた研究者たちが描かれています。 大英自然史博物館の創成期から現

在までたくさんの人々が登場しますが、 やたらと 「サー ・ ○○○ ・ ○○○」 という名前の

人がいます。 なぜ 「サー」 なのでしょうか。 そこで、 自然科学とは違った方向から大英

自然史博物館の人々を見てみます。

　「サー」 とは、 イギリスにおいてはナイト （騎士） と、 そのひとつ上の階級、 準男爵の

位を国王から与えられた男性の名前の前に付けられる称号です ( 女性なら 「デイム」 )。

準男爵となる人はとても少ないので、 この本にでてくる人々はおそらくナイトでしょう。 ナイ

トとは中世ヨーロッパの騎士に由来しますが、 今はもちろん鎧に身を固めて馬に乗ってい

たりはしません。 ナイトの位は、 現代では政治や学術、 芸術、 文化などに貢献した人に

贈られます。 コナン ・ ドイルやポール ・ マッカートニーがよく知られていますね。 業績の

ある平民を讃えるものです。 準男爵の上は、 男爵、 子爵、 伯爵、 侯爵、 公爵となり、 こ

の 5 つが貴族です。 男爵の位はサッチャー元首相などトップに昇りつめた平民に与えら

れますが、 公爵だと王族などに与えられます。 まだ身分制度が生きているのです。

　大英自然史博物館の歴代館長の名前を見ると、 ほとんど 「サー」 がついています。

イギリスという国が、 これまでいかに博物館と自然科学者を高く評価していたかわかりま

す。 自然史博物館での研究は気高いジェントルマンの仕事なんですね。 今は、 大英

自然史博物館ではジェントルウーマンもたくさん働いています。

ライブラリー通信

大英自然史博物館の人々
大
おおさわ

澤澄
す み こ

子　（司書）

催し物への参加について
　講座名、 開催日、 代表者の住所 ・ 電話

番号、参加者全員の氏名・年齢を明記の上、

往復はがきにて郵送、 または博物館ホーム

ページからお申込ください。 応募者多数の

場合は抽選となります。 抽選で落選した方

に対し、 キャンセル待ちの対応を行います。

ご希望の方は、 お申込時に、 その旨をご記

入ください。 参加費は無料ですが、 講座に

より傷害保険 （1 人 ・ 1 日 50 円） への加入

をお願いすることがあります ｡ 小学 3 年生以

下の場合は、 保護者の付き添いをお願いい

たします。 複数日にわたる講座は、 全日程

への参加が条件です。 野外観察は、 雨天・

荒天時中止になることがあります。

問合せ先
神奈川県立生命の星 ・ 地球博物館

企画情報部企画普及課

所在地    〒250-0031 小田原市入生田 499
電　話	 0465-21-1515　

ホームページ　http://nh.kanagawa-museum.jp/

催し物のご案内

●野外観察 「身近な自然発見講座」
［博物館周辺］
日時／①10月12日（水） ②11月9日（水）  
③ 12 月 14 日 （水） 10:00 ～ 15:00
対象／どなたでも
申込締切／当日受付
※持ち物：筆記用具、 昼食、 帽子、 軍手、
タオル、 雨具。 あればルーペ、 双眼鏡も。
歩きやすい服装で。
※講師によりコース等が多少変わります。

●野外観察 「動物ウォッチング～動物のしぐ

さを観察しよう～」[横浜市立野毛山動物園]
日時／ 10 月 22 日 （土）　10:00 ～ 15:00
対象／小学生とその保護者　20 人
申込締切／ 10 月 4 日 （火）

●野外観察 「海岸の石ころ観察会」
［荒久海岸 （小田原市）］
日時／ 11 月 3 日 （木 ・ 祝） 10:00 ～ 15:00
対象／小学生とその保護者　30 人
申込締切／ 10 月 18 日 （火）

●講義と室内実習 「骨のかたちをくらべ
よう～こども編～」 ［博物館］
日時／ 11 月 5 日 （土） 13:30 ～ 15:30
対象／小学 1 ～ 3 年生とその保護者 12 人
申込締切／ 10 月 18 日 （火）

●講義と室内実習 「植物分類講座～イ
ヌホオズキ類を見分ける～」 ［博物館］
日時／ 11 月 19 日 （土） 13:30 ～ 15:30
対象／中学生～大人　24 人
申込締切／ 11 月 1 日 （火）

●室内実習 「ダイバーのための魚類学
講座」 ［博物館］
日時／ 12 月 4 日 （日）・11 日 （日）　9:30
～ 16:00
対象／高校生～大人　各回 10 人
申込締切／ 11 月 15 日 （火）
※全日程への参加が条件です。

●野外観察 「冬の地形地質観察会」
［博物館～一夜城～小田原城］
日時／ 12 月 17 日 （土）　10:00 ～ 16:00
対象／小学 4 年生～大人　40 人
申込締切／ 11 月 29 日 （火）

●室内実習 「いん石をさぐる」 ［博物館］
日時／ 12 月 23 日 （金 ・ 祝） 10:00 ～ 15:00
対象／小学 4 年生～高校生とその保護者  
30 人
申込締切／ 12 月 6 日 （火）

およげ！ゲンゴロウくん
～水辺に生きる虫たち～

11月 6日（日）まで
　水の中の多様な昆虫たちを標本や生き

ている状態で展示するほか、 その衰退や

保全活動を紹介します。 危機的な水辺環

境の実態を知ることで、 その再生や生物

多様性を考えるきっかけとしていただきた

いと思います。

　観覧料 （常設展含む） ／

	 20 ～ 64 歳 （学生を除く） 710 円

	 20 歳未満 ・ 学生	 400 円

	 高校生 ・ 65 歳以上	 200 円

	 中学生以下	 無料

特別展

企画展 箱根ジオパーク

をめざして （仮称）

12 月 10 日 （土）　　　
　　　　  ～ 2012 年 2 月 26 日 （日）

　箱根地域の地質をはじめとして、 その大

地の上に生きる動植物や、 縄文時代から

続く人の歴史まで、 幅広い視点で箱根ジ

オパークの見どころを紹介します。

　観覧料／無料 （常設展は別料金）

学芸員のとっておきトーク

毎週金曜日	 11:00 ～ 11:30
	 13:30 ～ 14:00

　学芸員が展示室で奥の深い “はなし”
をします。 内容は、 その日のお楽しみ
です。 費用：無料 （入館券が必要です）

博物館ちょこっと体験コーナー

（愛称 ： ちょこな）

毎週土曜日 ・ 日曜日	 10:00 ～ 12:00
	 13:00 ～ 15:00

　展示に関係する内容のワークショッ
プです。プテラノドンの紙飛行機を作っ
て飛ばしたり、 ムササビやフクロウのぬ
りえなどを体験できます。

折り紙ひろば

1 月を除く毎月第 1 日曜日 13:00 ～ 15:00

　学習指導員と一緒に、 折り紙でさまざ
まな恐竜を折ります。

子ども自然科学ひろば

「よろずスタジオ」

3 月を除く毎月第 3 日曜日 13:00 ～ 15:00

　さまざまな実験や観察を通して、 子ど
もたちが自然科学を身近に感じられるイ
ベントです。 ※友の会との共催。

第 98 回サロン ・ ド ・ 小田原

「子どものための展示を考える」

11 月 19 日 （土） 17:30 ～ 18:30
講師 ： 大島光春 （当館学芸員）
　講演会や交流会を通じて、 学芸員や自
然史の達人等と気軽に語り合う集いです。
※友の会との共催。
  交流会 （18:40 ～ 20:00） は有料。 Fax ま 
  たは葉書にて事前申し込みが必要です
 （申込先は右下問い合わせと同じ）。
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（学芸員）東京湾のスナメリ

　 ス ナ メ リ （Neophocaena phocaenoides 
(Cuvier, 1829)） というクジラ類をご存知

ですか？　小型のハクジラ類で、 体長

は２m ほどです。 クチバシはなく、 体色

は明灰色、 背ビレがないことが大きな特

徴で、 英名は “finless porpoise” （ヒレ

の無い小鯨の意） です。 日本では宮城

県沖から沖縄までの沿岸域に広く分布

しています。

　今年 （2011 年） 2 月 8 日に横須賀市

の走水海岸で、 イルカの遺体が打ち上

がっている、と連絡を受けました。 早速、

対応のために博物館から車で現地に向

かいました。 現地につくと、 1.5m ほどの

海生哺乳類の遺体がありました （図１）。

この個体は船のスクリューがあたったた

めか、 頭部は壊れて欠損していました。

よく見ると背ビレがありません。 このこと

から頭部がなくても、 スナメリということが

わかりました。 スナメリには背びれはあり

ませんが、 背中に “畝 （うね）” 状の隆

起部があります （図２）。 この畝の表面

には小さな突起が多数あり （図２）、 コ

ミュニケーションに利用されているらしい

のですが、 その機能は明らかになって

はいないそうです。 観察記録では、 母

親が子どもをこの畝の上に載せて運ん

でいたという記録があるそうです。

　神奈川県のスナメリの記録は、 新しい

もので 2006 年 5 月 30 日に横浜港での

子ども （♀） の記録があります （図３）。

この個体は横浜 ・ 八景島シーパラダイ

スに保護されましたが、 残念ながら 3 月

18 日に死亡してしまいました。 今回の

発見はそれに続く、 神奈川県での貴重

な記録となります。

　日本沿岸に生息するスナメリについて

は、 DNA の塩基配列の違いから、 ５つ

の地域集団に分けられています。 それ

らは 「仙台湾 - 東京湾集団」 「伊勢 -

三河湾集団」 「瀬戸内 - 響
ひびきなだ

灘集団」 「大

村湾集団」 「有明海 - 橘
たちばなわん

湾集団」 と呼

ばれています。 2006 年に保護 ・ 死亡

した子どものスナメリは、 DNA の解析か

ら 「仙台湾 - 東京湾集団」 の東京湾よ

りの海域に分布する集団、それから 「伊

勢 - 三河湾集団」 にまたがって分布す

るグループに見られる遺伝子の型と同じ

図 1 横須賀走水の海岸にストランディングしたスナメリ． 右側が頭部 , 左側が尾部． 頭部は欠損

している． スナメリの体色は淡い灰色だが , 死亡後には変色して , 濃い灰色となっている。

図 3 2006 年に保護されたスナメリの子ども． 写真 ： 横浜 ・ 八景島シーパラダイス .

図 2 上：スナメリの背中の“畝”（白矢印）; 下：“畝”の表面の突起．

であることがわかっています。 今回の個

体の DNA の調査結果はまだ明らかに

なっていませんが、 東京湾に生活する

集団の一部と考えられることから、 その

結果が注目されます。

　さて、 スナメリの世界での分布は、 東

は日本、 西はペルシャ湾までのアジア

の沿岸域です。 ３亜種が記録されてお

り、 日本近海に分布しているのは、 N. p. 
sunameri という亜種です。体色が明るく、

背中の“畝”の幅が狭いことが特徴です。

食物は小魚、 イカ、 エビ、

植物性のものも食べます。

各地の沿岸域での開発に

よる環境破壊、 汚染が進

んだことで、 スナメリの生

息環境は悪化しているとい

われています。 東京湾は、

環境が回復してきていると

いわれているので、 今後、

スナメリが増えてくれること

を願っています。

Ⓒ 2011 by the Kanagawa Prefectural Museum of 
Natural History.
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